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うになった。この全集には、12 人の相手宛の 275 通の手紙、時期としては結婚前のラファイエッ
ト夫人が 18 歳だった 1652 年から、ラファイエット夫人が 59 歳で亡くなる前年の 1692 年まで､約
40 年にわたるものが集められている。そのうちの大半がメナージュ宛で 180 通にもなるが、1676
年から 1690 年までメナージュ宛の手紙は残されていない。生涯にわたる親友であったセヴィニエ
夫人宛の手紙は 14 通で、これらは 1672 年から 1673 年と、1689 年から 1692 年に集中している。




















ージュとの頻繁な手紙のやり取りが始まるのは 1653 年 9 月、マリ・マドレーヌが 19 歳の時である。
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言及があり、1656 年 22 歳の時のメナージュ宛の手紙では、「二日前から熱と頭痛に悩まされてい
ます。（中略）短いお手紙となってしまいましたが、病気のためですのでご容赦下さい」 15と書き、
















                                                        
12 Œuvres Complètes, op.cit., p.17. 
13 Ibid., p.XII. 
14 Ibid., pp.16-17. 
15 Ibid., p.881. 
16 Loc.cit. 
















言及があり、1656 年 22 歳の時のメナージュ宛の手紙では、「二日前から熱と頭痛に悩まされてい
ます。（中略）短いお手紙となってしまいましたが、病気のためですのでご容赦下さい」 15と書き、
















                                                        
12 Œuvres Complètes, op.cit., p.17. 
13 Ibid., p.XII. 
14 Ibid., pp.16-17. 
15 Ibid., p.881. 
16 Loc.cit. 
































                                                        
18 Œuvres Complètes, op.cit., p.921． 
19 Ibid., p.1470. 
20 Ibid., p.938. 
21 Ibid., pp.943-944. 
22 Ibid., p.952. 
23 Ibid., p.930. 

































                                                        
25 Œuvres Complètes, op.cit., pp.310-311. 
26 Jean Renauld de Segrais, Œuvres: Nouvelle Édition Revue et Corrigée I-II, Slatkine Reprints, Genève, 
1968. 
27 Ibid., p.7. 
28 Ibid., p.21. 
29 Ibid., p.22. 
30 Ibid., p.34. 
31 Ibid., p.28. 

































                                                        
25 Œuvres Complètes, op.cit., pp.310-311. 
26 Jean Renauld de Segrais, Œuvres: Nouvelle Édition Revue et Corrigée I-II, Slatkine Reprints, Genève, 
1968. 
27 Ibid., p.7. 
28 Ibid., p.21. 
29 Ibid., p.22. 
30 Ibid., p.34. 
31 Ibid., p.28. 














 1672 年から 1673 年にかけてのセヴィニエ夫人への手紙からは、『クレーヴの奥方』執筆に至る
ラファイエット夫人の内的変化が吐露されているように思われる。記録係として仕えていたアング
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